


































人種や文化の違いをこえて認識できることが示されてきた（Carroll & Russell, 1996;
















































表情筋 幸福 悲しみ 怒り 嫌悪 恐怖 驚き
前頭筋 ○ ○ ○
皺眉筋 ○ ○ ○
上眼瞼挙筋 ○ ○ ○








唇下制筋 ○ ○ ○
下唇下制筋 ○










































































































































































































WHOLE FACE EYE MOUTH
STRENGTH STRENGTH STRENGTH
刺激 WEAK MILD STRONG WEAK MILD STRONG WEAK MILD STRONG
女性 1 2.4（1.1） 4.2（2.2） 5.4（2.9） 1.4（1.2） 3.5（1.3） 4.1（1.2） 2.8（1.4） 3.6（1.7） 5.0（1.5）
女性 2 2.6（1.4） 4.1（2.4） 5.6（3.3） 1.2（2.4） 3.0（2.7） 3.5（2.4） 2.8（1.1） 3.0（1.1） 4.6（0.9）
男性 1 2.7（1.3） 3.2（1.4） 4.6（2.2） 1.5（1.1） 4.2（1.2） 4.0（0.9） 2.7（1.5） 3.4（1.6） 5.5（1.5）


























































































































の部分に対しても応答性があり（諸冨, 2001; Jeffreys & Tukmachi, 1992），またN170に







識別率を示すことが多く報告されている（Kirouac & Dore, 1983; Brunori et al., 1980;
Kirouac & Dore, 1984; Mandal ＆ Palchoudhury, 1985; 二塚・尾田, 2006; 尾田, 2004;
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